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広報 ふたば
 

令和 5年 

5月 1日発行 

ふたばよもやま話（第四回） 

～和気清麻呂と足立山～ 

山の名前は、奈良時代の役人である和気清麻呂公に由来するも

のです。 清麻呂は勅使として宇佐宮に参向し、皇位を狙う時の権

力者である弓削道鏡の野望を打ち砕いた為、道鏡の怒りにふれ足

の筋を断たれて、大隅国（鹿児島県）に流罪となりました。途中、

清麻呂の乗る船が宇佐に着いた時、猪が現れ清麻呂を背に乗せて

二百頭余の猪が守護し宇佐宮へと導きました。 神前で罪なきこと

を奉ると八幡神が出現され、「之れより西方十七里の規矩郡竹和山

の山麓に霊泉あり此所に浴せば必ず癒る」との神託をうけました。   

清麻呂は、その神託のまにまに霊泉に浴すと数日にして足が立ち、

それからこの山を「足立山」と呼ぶようになり、霊泉からは今でも

コンコンと清水がわき、水神社として崇敬されています。 

 

 

今月の予定（5 月） 

石橋医院回診（毎月曜日） 

1 日、8 日、15 日、22 日、29 日 

健康体操（毎月曜日） 

1 日、8 日、15 日、22 日、29 日 

防火避難訓練 

10 日（水曜日） 

小倉北歯科回診（毎木曜日） 

11 日、18 日、25 日 

ビューティヘルパー 

17 日（水曜日） 

生花 

24 日(水曜日) 

花見（つつじ、フジなど） 

随時 
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介
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、
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あ
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ま
す
▼
こ
こ
に
お

世
話
に
な
っ
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齢
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っ
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あ
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今
回
登
場
し
て
も
ら
う
の
は
、
３
グ
ル

ー
プ
の
リ
ー
ダ
ー
で
あ
る
「
柳
瀬
真
」
さ
ん

で
す
。 

 

柳
瀬
さ
ん
は
今
風
の
容
貌
で
、
街
を
歩

い
て
い
る
と
、
介
護
の
仕
事
を
し
て
い
る

よ
う
に
は
見
え
な
い
現
代
的
な
外
観
で
す

が
、
高
齢
者
に
対
す
る
対
応
や
、
他
の
職
員

へ
の
指
導
な
ど
、
光
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。 

若
き
リ
ー
ダ
ー
柳
瀬
さ
ん
の
今
後
の
活

躍
が
楽
し
み
で
す
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春

爛

漫
 

満開の桜の下、採銅所駅（香春町）にて列

車の到着を見る入所者様と職員 

春
の
陽
気
に
誘
わ
れ
て
、
入
所
者
様
を
花
見
に
ご
案
内
し
ま
し

た
。 

日
頃
、
な
か
な
か
外
出
す
る
機
会
の
少
な
い
入
所
者
様
の
楽
し
み

は
、
や
は
り
外
出
で
し
ょ
う
。 

本
来
な
ら
す
べ
て
の
入
所
者
様
を
お
連
れ
し
た
い
と
こ
ろ
で

は
あ
り
ま
す
が
、
車
の
関
係
や
何
よ
り
ご
本
人
の
体
調
や
天
候
を

考
慮
し
た
う
え
で
の
外
出
な
の
で
、
心
苦
し
く
は
あ
り
ま
す
が
、

ど
う
し
て
も
人
数
が
限
ら
れ
て
し
ま
い
ま
す
。 

 

外
出
で
き
な
か
っ
た
方
の
た
め
に
、
桜
の
木
の
生
花
や
写
真
を

ホ
ー
ル
に
飾
り
、
春
の
雰
囲
気
を
味
わ
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

 

来
年
も
皆
様
と
一
緒
に
花
見
が
で
き
る
こ
と
を
心
よ
り
願
っ

て
い
ま
す
。 

 

満開の桜と列車（香春駅） 

湯川水神社は、湯川三丁

目西公園横にあります。 

清和幼稚園が目印となり

ます 

 

 

清麻呂公が足を浸した

と伝えられる霊泉 

 

 

職
員
に
実
技
指
導
を
行
う
柳
瀬
リ
ー
ダ
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み
や
こ
町
仲
哀
峠
に
て 


